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1　 温室効果ガス排出量の現況【 2013 年と 2020 年の排出量を比較し てみた】

（ １ ） 温室効果ガスの総排出量

本市における 2020（ 令和 2 ） 年度の温室効果ガス総排出量は、271 .6 千ト ン CO2（ 各温室

効果ガス排出量に地球温暖化係数を乗じ て二酸化炭素量に換算し た値。 以下同じ 。）であり 、

鹿児島県における温室効果ガス総排出量 11 ,808 千ト ン CO2 の約 2.3 ％を 占めています。

温室効果ガス総排出量のう ち 、 エネルギー起源の二酸化炭素が 86 .9 ％を 占め、 以下、 代

替フ ロ ン 等 4 ガスが 7 .9 ％、 非エネルギー起源の二酸化炭素が2.5 ％、 メ タ ン が 1 .5 ％、 一

酸化二窒素が 1.2 ％の順と なっ ています。 鹿児島県と 比較すると メ タ ン、 一酸化二窒素の割

合が小さ く 、 二酸化炭素の割合が大き く なっ ています。

※温室効果ガスの排出量については、「 地方公共団体実行計画（ 区域施策編） 策定・ 実施

マニュ アル（ 令和 5 年 3 月環境省）」 に準拠し て算定し まし た。

第 3 章　 奄美市の現状を可視化しよう！

このままいく と 未来はどう なる？

奄美市 鹿児島県

エネルギー起源

二酸化炭素

86.9%

エネルギー起源

二酸化炭素

73.2%

非エネルギー起源

二酸化炭素

2.5%

非エネルギー起源
二酸化炭素

2.6%

メ タ ン

1.5%

メ タ ン

10.0%

一酸化二窒素

1.2%

一酸化二窒素

8.3%

代替フ ロン等 4 ガス

7.9%
代替フ ロン等 4 ガス

6.0%

温室効果ガス総排出量： 271.6 千ト ン CO2 温室効果ガス総排出量： 11,808 千ト ン CO2

図 3 -1　 2 0 2 0 年度の温室効果ガス排出割合

資料　 鹿児島県地球温暖化対策実行計画 2023 年 3 月（ 鹿児島県）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 奄美市については本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代替フ ロン等 4 ガスはハイ ド ロフ ルオロカ ーボン類のみ算定。
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2020（ 令和 2 ） 年度の温室効果ガスの総排出量は、 基準年度である 2013（ 平成 25 ） 年度

と 比較し て、101 .3 千ト ン CO2、27 .2 ％の減少と なっ ています。 こ れは、 排出量の大部分を

占める エネルギー起源二酸化炭素が人口減少等によ り 、 エネルギーの消費量が減少し たこ

と が主な要因と し て考えら れます。

表3 -1　 本市における温室効果ガス総排出量の推移

年度

区分

2 0 1 3

（ 平成 2 5 ）

2 0 2 0

（ 令和 2 ）

2 0 2 0 年度総排出

量に占める 割合

2 0 1 3 年度

増減

単位 千ト ン C O2 千ト ン C O2 ％ ％

二 酸 化 炭 素 3 5 1 .7 2 4 2 .7 8 9 .4 -3 1 .0

エ ネ ル ギ ー 起 源 3 4 4 .3 2 3 5 .9 8 6 .9 -3 1 .5

非エ ネルギー起源 7 .4 6 .8 2 .5 -8 .1

メ タ ン 3 .9 4 .1 1 .5 ＋ 5 .5

一 酸 化 二 窒 素 3 .7 3 .2 1 .2 -1 3 .7

代 替 フ ロ ン 類 1 3 .5 2 1 .5 7 .9 ＋ 5 8 .7

合 　 計 3 7 2 .9 2 7 1 .6 1 0 0 -2 7 .2

　 　 　 　 備考　 四捨五入の関係上、 合計が一致し ないこ と がある。
　 　 　 　 資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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図 3 -2　 本市における 温室効果ガス総排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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（ ２ ） エネルギー起源二酸化炭素の排出量

2020（ 令和 2 ）年度のエネルギー起源の二酸化炭素の排出量は、235 .9 千ト ン CO2 であり 、

温室効果ガス総排出量の 86 .9 ％を 占めています。

部門別排出割合を みると 、 運輸部門が 49 .4 ％と 最も 大き く 、 続いて、 業務その他部門が

24 .5 ％、 家庭部門が 21 .0 ％、 産業部門が 5.0 ％の順と なっ ています。

鹿児島県全体と 比較する と 、 本市は公共交通機関が未発達なため、 車の使用頻度が高い

こ と や船舶のエネルギー消費量が大き いこ と で運輸部門の割合が大き く 、 二酸化炭素を 大

量に排出する 工場が立地し ていないこ と から 産業部門の割合が小さ く なっ ている と 考えら

れます。

表3 -2　【 各部門の定義】

部　 　 門 定　 　 　 　 義

産 業 部 門
農業、 林業、 水産業（ 第 1 次産業） や、 鉱業、 建設業、 製造業
等（ 第 2 次産業） における 生産活動に伴っ て排出さ れる 二酸化
炭素を 計上する 部門。

業 務 そ の 他 部 門
事務所・ ビ ル、 商業・ サービ ス業等（ 第 3 次産業）における 事
業活動に伴っ て 排出さ れる 二酸化炭素を 計上する 部門（ 社用
自動車から の排出を 除く ）。

家 庭 部 門
家庭における 電気やガス等の使用に伴っ て排出さ れる 二酸化
炭素を 計上する 部門（ 自家用自動車から の排出を除く ）。

運 輸 部 門
自動車、 船舶、 航空機、 鉄道によ る 人や物の輸送等に伴っ て
排出さ れる 二酸化炭素を 計上する 部門（ 社用・ 自家用自動車
から の排出を 含む）。

エ ネ ル ギ ー 転 換 部 門
発電所における 所内の自家消費分及び送配電ロ スに伴っ て排
出さ れる 二酸化炭素を 計上する 部門（ 販売電力から の排出を
除く ）。

　 　 　 　 　 　 　 ※奄美市のエネルギー転換部門については、 算定の都合上、 各部門に振り 分けて算定し ている。

奄美市 鹿児島県

運輸部門

49.4%

運輸部門

42.5%

業務その他部門

24.5%
業務その他部門

21.4%

家庭部門

21.0%

産業部門

18.9%

産業部門

5.0%

家庭部門

14.8%

エネルギー転換部門

2.5%

エネルギー起源二酸化炭素排出量： 235.9 千ト ン CO2 エネルギー起源二酸化炭素排出量： 8,638 千ト ン CO2

図 3 -3　 2 0 2 0 年度のエネルギー起源二酸化炭素排出割合

資料　 鹿児島県地球温暖化対策実行計画（ 鹿児島県）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 奄美市については本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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2020（ 令和 2 ） 年度のエネルギー起源二酸化炭素排出量は、 基準年度の 2013（ 平成 25 ）

年度と 比較し て、108 .4 千ト ン CO2、31 .5 ％の減少、 最も 減少し たのは業務その他部門の

37 .5 千ト ン CO2 で、 続いて運輸部門の 35 .2 千ト ン CO2、 家庭部門の 29 .9 千ト ン CO2、 産

業部門の 5.7 千ト ン CO2 の順と なっ ています。

人口減少によ る エネルギー消費量の減少や再生可能エネルギーの導入、 省エネルギー等

の取組が進んだこ と が主な要因と し て考えら れます。

表3 -3　 本市におけるエネルギー起源二酸化炭素の部門別排出量の推移

年度

区分

2 0 1 3

（ 平成 2 5 ）

2 0 2 0

（ 令和 2 ）

2 0 2 0 年度総排出

量に占める 割合

2 0 1 3 年度

増減

単位 千ト ン CO 2 千ト ン CO 2 ％ ％

産 業 部 門 1 7 .5 1 1 .8 4 .3 -3 2 .6

業 務 そ の 他 部 門 9 5 .4 5 7 .9 2 1 .3 -3 9 .3

家 庭 部 門 7 9 .6 4 9 .6 1 8 .3 -3 7 .6

運 輸 部 門 1 5 1 .9 1 1 6 .6 4 2 .9 -2 3 .2

合 　 計 3 4 4 .3 2 3 5 .9 8 6 .9 -3 1 .5

　 　 　 　 備考　 四捨五入の関係上、 合計が一致し ないこ と がある。
　 　 　 　 　 　 　 エネルギー転換部門は各部門に振り 分けて算出し ている。
　 　 　 　 資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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図 3 -4　 本市における エネルギー起源二酸化炭素排出量の推移

本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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ア　 産業部門の排出量

2020（ 令和2 ） 年度の産業部門の二酸化炭素排出量は、11 .8 千ト ン CO2 であり 、 業種

別排出割合を みる と 、 農林水産業が46 .5 ％、 建設業・ 鉱業が 35 .8 ％、 製造業が 17 .7 ％

と なっ ています。 鹿児島県全体の排出量の割合と 比較する と 、 建設業・ 鉱業の割合が大

き く 、 製造業の割合が小さ く なっ ています。

また、 基準年度の2013（ 平成25 ） 年度と 比較し て、32 .6 ％の減少と なっ ており 、 業種

別では、製造業が44 .6％、農林水産業が39 .3％、建設業・ 鉱業が10 .2％、減少し ています。

こ れは、 産業部門全体的にエネルギー消費量が減少し 、 省エネルギー・ 節電の取組が進

んだこ と が主な要因と し て考えら れます。

奄美市 鹿児島県

製造業

17.7%

製造業

49.6%
建設業・ 鉱業

35.8%
建設業・ 鉱業

7.5%

農林水産業

46.5%

農林水産業

42.9%

産業部門二酸化炭素排出量： 11.8 千ト ン CO2 産業部門二酸化炭素排出量： 1,630 千ト ン CO2

図 3 -5　 2 0 2 0 年度の産業部門の業種別二酸化炭素排出割合

資料　 鹿児島県地球温暖化対策実行計画 2023 年 3 月（ 鹿児島県）

　 　 　 奄美市については本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）

図 3 -6　 本市における 産業部門の業種別二酸化炭素排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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イ 　 業務その他部門の排出量

2020（ 令和2 ） 年度の業務その他部門の二酸化炭素排出量は、57 .9 千ト ン CO2 であり 、

基準年度の 2013（ 平成 25 ） 年度と 比較し て、39 .3 ％の減少と なっ ています。 電力排出係

数が低下し たこ と と 、 再生可能エネルギーの導入拡大や、 省エネルギー・ 節電の取組が

進んだこ と が主な要因と し て考えら れます。

ウ　 家庭部門の排出量

2020（ 令和2 ） 年度の家庭部門の二酸化炭素排出量は、49 .6 千ト ン CO2 であり 、 基準

年度の 2013（ 平成 25 ） 年度と 比較し て、37 .6 ％の減少と なっ ていま す。 業務その他部

門同様に電力排出係数が低下し たこ と と 、 再生可能エネルギーの導入拡大や、 省エネル

ギー・ 節電の取組が進んだこ と が主な要因と し て考えら れます。
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図 3 -7　 本市における 業務その他部門の二酸化炭素排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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図 3 -8　 本市における 家庭部門の二酸化炭素排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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エ　 運輸部門の排出量

2020（ 令和 2 ） 年度の運輸部門の二酸化炭素排出量は、116 .6 千ト ン CO2 であり 、 排出

区分別割合を みると 、 自動車が 58 .0 ％、 船舶が 42 .0 ％と なっ ています。 なお、 本市には

奄美空港があり ますが、 算定マニュ アルで空港は算定対象と し ていない（ 県が算定する）

こ と から 、 航空機から の温室効果ガス排出量の算定はし ていません。

基準年度の2013（ 平成25 ） 年度と 比較し て、23 .2 ％の減少と なっ ており 、 排出区分別

では、 船舶は 33 .9 ％、 自動車は 13 .0 ％減少し ています。 こ れは、 入港船舶数の減少、 燃

費性能の良い乗用車の増加によ る エネルギー消費量の減少や、 新型コ ロ ナウイ ルス感染

症の流行に伴う 移動自粛による減少が主な要因と し て考えら れます。

（年度）
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0.0
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図 3 -9　 本市における 運輸部門の二酸化炭素排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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（ ３ ） エネルギー起源二酸化炭素以外の温室効果ガス排出量

ア　 非エネルギー起源二酸化炭素の排出量

2020（ 令和 2 ） 年度の非エネルギー起源二酸化炭素排出量は、6 .8 千ト ン CO2 であり 、

温室効果ガス総排出量の 1.5 ％を 占めており 、 廃棄物分野のみの排出と なっ ています。 廃

棄物については名瀬ク リ ーンセンタ ーの可燃ゴミ の焼却に起因するも のがほと んどです。

なお、 工業プロ セス分野については、 主と し て大規模な工業製品の製造及び原料使用

に伴い発生する 温室効果ガスを 算定し ま すが、 本市において温室効果ガス排出量算定・

報告・ 公表制度の特定事業所に該当すると こ ろ がないため、 算定し ていません。

奄美市 鹿児島県

廃棄物分野
100.0%

廃棄物分野
82.3%

工業

プロセス分野
17.7%

非エネルギー起源二酸化炭素排出量： 6.8 千ト ン CO2 非エネルギー起源二酸化炭素排出量： 310 千ト ン CO2

図 3 -1 0　 2 0 2 0 年度の非エネルギー起源二酸化炭素排出割合

資料　 鹿児島県地球温暖化対策実行計画 2023 年 3 月（ 鹿児島県）

　 　 　 奄美市については本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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基準年度

（千トンCO2）

図 3 -1 1　 本市における非エネルギー起源二酸化炭素排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）

2020（ 令和 2 ） 年度の非エネルギー起源二酸化炭素排出量は、 基準年度の2013（ 平成

25 ） 年度と 比較し て、0 .6 千ト ン CO2、8 .1 ％の減少と なっ ています。 減少の要因は、 一

般廃棄物の焼却量が基準年度より 減少し たこ と が主な要因と し て考えら れます。
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イ 　 メ タ ンの排出量

2020（ 令和 2 ） 年度のメ タ ン排出量は、4 .1 千ト ン CO2 であり 、 温室効果ガス総排出量

の 1.5 ％を占めています。

排出区分別割合を みる と 、 家畜の消化管内発酵や排せつ物管理、 水田など、 農業分野

から の排出が85 .3％と 最も 大き く 、続いて、燃料の燃焼分野が7.9％、廃棄物分野が6.8％

の順と なっ ています。

鹿児島県全体の排出割合と 比べる と 水田から の割合が小さ く 、 燃料の燃焼から の割合

が大き く なっ ています。

奄美市 鹿児島県

家畜の消化管内発酵

63.4%
家畜の消化管内発酵

66.4%

家畜の排せつ物

管理

23.4%
家畜の排せつ物

管理
18.7%

農作物残さ の

野焼き
3.1%

廃棄物分野
6.8%

燃料の燃焼分野

7.9%
農作物残さ の

野焼き

0.3% 水田
6.6%

水田

0.0%

燃料の燃焼分野

0.8%
廃棄物分野

2.4%

メ タ ン排出量： 4.1 千ト ン CO2 メ タ ン排出量： 1,177 千ト ン CO2

図 3 -1 2　 2 0 2 0 年度のメ タ ン 排出割合

資料　 鹿児島県地球温暖化対策実行計画 2023 年 3 月（ 鹿児島県）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 奄美市については本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）、

図 3 -1 3　 本市における メ タ ン 排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）

2020（ 令和 2 ）年度のメ タ ン排出量は、基準年度の2013（ 平成 25 ）年度と 比較し て、0 .4

千ト ン CO2、7 .9 ％の増加と なっ ています。 農業分野が 0.3 千ト ン CO2 の増加、 廃棄物分

野が0.04 千ト ン CO2 の増加、 燃料の燃焼分野が 0.07 千ト ン CO2 の減少と なっ ています。

農業分野の増加は、 牛の飼養頭数が増加し たこ と が主な要因と し て考えら れます。

 

3.7 4.1 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

燃料燃焼分野
廃棄物分野
農業分野：農作物残さの野焼き
農業分野：水田
農業分野：家畜排せつ物管理
農業分野：消化管内発酵

（年度）2013 2020
基準年度
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図 3 -1 5　 本市における 一酸化二窒素排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）

ウ　 一酸化二窒素の排出量

2020（ 令和 2 ） 年度の一酸化二窒素排出量は、3 .2 千ト ン CO2 であり 、 温室効果ガス総

排出量の 1.2 ％を占めています。

排出区分別割合を みる と 、 家畜の排せつ物管理や農用地の土壌など、 農業分野から の

排出が 56 .0 ％と 最も 大き く 、 続いて 燃料の燃焼分野が 23 .3 ％、 廃棄物分野が 18 .2 ％、

製品の使用分野（ 麻酔剤の使用）が 2 .6 ％の順と なっ ています。

図 3 -1 4　 2 0 2 0 年度の一酸化二窒素排出割合

資料　 鹿児島県地球温暖化対策実行計画 2023 年 3 月（ 鹿児島県）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 奄美市については本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）、

奄美市 鹿児島県

家畜排せつ物
管理

22.1%

農用地の土壌
25.6%

農作物残さ の

野焼き 8.3%

家畜排せつ物
管理

73.8%

農用地の土壌

17.8%

燃料の燃焼分野

23.3%

廃棄物分野
18.2%

製品の使用分野
2.6%

農作物残さ の

野焼き
0.7%

廃棄物分野

2.1%
製品の使用分野

0.2%燃料の燃焼分野

5.5%

一酸化二窒素排出量： 3.2 千ト ン CO2 一酸化二窒素排出量： 979 千ト ン CO2

2020（ 令和 2 ） 年度の一酸化二窒素排出量は、 基準年度の 2013（ 平成 25 ） 年度と 比較

し て、0 .5 千ト ン CO2、0 .1 ％の減少と なっ ていま す。 部門別にみる と 燃料の燃焼分野が

0.3 千ト ン CO2 の減少、 農業分野が 0.2 千ト ン CO2 の減少と なっ ています。

燃料燃焼分野の減少は、 基準年度と 比べて車両の走行距離が減少し たこ と が主な要因

と し て考えら れます。

（年度）2013 2020

基準年度

（千トンCO2）

3.7 

3.2 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

製品の使用分野

廃棄物分野

燃料の燃焼分野

農業分野：農作物残さの野焼き

農業分野：農用地の土壌

農業分野：家畜排せつ物管理
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エ　 代替フ ロン類の排出量

ハイ ド ロフ ルオロカ ーボン類は、 エアコ ンや冷蔵庫の冷媒、 発泡剤、 洗浄剤、 スプレ ー

の噴射剤などの様々な用途に使用さ れています。 本市に半導体の製造工場等がないこ と

から 、 他の代替フ ロン類はなく ハイ ド ロフ ルオロカ ーボン類のみの排出と なっ ています。

2020（ 令和2 ） 年度の代替フ ロ ン 類の排出量は、21 .5 千ト ン CO2 であり 、 温室効果ガ

ス総排出量の 7.9 ％を占めています。

2020（ 令和 2 ） 年度の代替フ ロン 類の排出量は、 基準年度の 2013（ 平成 25 ） 年度と 比

較し て、8 .0 千ト ン CO2、58 .7 ％の増加と なっ ています。

全国的にハイ ド ロ フ ルオロ カ ーボン 類が増加し ています。 冷凍空調機器の冷媒に起因

するも ので、 機器の更新や新設転換が進行し ているこ と が主な要因と し て考えら れます。

図 3 -1 4　 2 0 2 0 年度の代替フ ロン 等排出割合

資料　 鹿児島県地球温暖化対策実行計画 2023 年 3 月（ 鹿児島県）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 奄美市については本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）、

奄美市 鹿児島県

ハイ ド ロフ ルオロカ ーボン類

100.0%
ハイ ド ロフ ルオロカ ーボン類

95.6%

六ふっ 化硫黄
1.8%

三ふっ 化窒素
0.03%パーフ ルオロカ ーボン類

2.6%

代替フ ロン類排出量： 21.5 千ト ン CO2 代替フ ロン等 4 ガス排出量： 703 千ト ン CO2

図 3 -1 7　 本市における代替フ ロ ン 類の排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）

（年度）2013 2020

基準年度

（千トンCO2）

13.5

21.5

0.0

10.0

20.0

30.0

ハイ ド ロ フ ルオロカ ーボン類
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（ ４ ） 一人あたり の排出量

2020（ 令和 2 ） 年度の市民 1 人当たり のエ ネルギー起源二酸化炭素排出量は、5 .7 ト ン

CO2 と なっ ていま す。 こ れは県民1 人当たり のエネルギー起源二酸化炭素排出量5.4 ト ン

CO2 より も 高い値と なっ ています。

なお、2020（ 令和 2 ） 年度の温室効果ガス総排出量でみる と 、 市民 1 人当たり の排出量は

6.6 ト ン CO2 と なっ ています。 県民 1 人当たり の排出量は 7.4 ト ン CO2 と なっ ており 、 県民

1 人当たり の排出量より 低く なっ ています。

こ れら の要因と し て、 消費し ている エネルギーの中で、 多く の割合を 占めている 電力が

奄美大島の場合は化石燃料を 消費する 火力発電が多く を 占めており 、 その結果、 １ 人当た

り のエネルギー起源二酸化炭素の排出量の値が高く なっ たと 考えら れます。

また、 県と 比較し てメ タ ン 、 一酸化二窒素等のエネルギー起源以外の排出量が少ないこ

と から 、 こ れら を 含めた１ 人当たり の総排出量は、 県全体の値よ り 低く なっ ている と 考え

ら れます。

9.1

7.4

8.4

6.6

7.8

5.7

7.3 

5.4 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

20202013

（ ト ンCO2/人）

鹿児島県： 1人当たり 総排出量

奄美市： 1人当たり 総排出量

奄美市： 1人当たり エネ起源CO2排出量

鹿児島県： 1人当たり エネ起源CO2排出量

（ 年度）

基準年度

図 3 -1 8　 1 人当たり の二酸化炭素排出量の推移

資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）
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2　 温室効果ガス排出量の将来推計【 何も し なかっ たら 2030 年どう なる】

2030 年度の温室効果ガス総排出量（ 現状すう 勢ケース）

将来予測さ れる 人口や経済状況等を 基に、 特段の温暖化対策を 講じ ない場合（ 現状すう

勢 3 ）の 2030 年度の温室効果ガス排出量の将来推計を 行いまし た。

将来推計では、 本市における 2030 年度の温室効果ガス総排出量は、275 .3 千ト ン CO2 と

なり 、 基準年度の 2013（ 平成 25 ） 年度と 比較し て、 約 26 ％の減少と なり ます。 こ の値は

2020（ 令和 2 ） 年度の現状の値と ほぼ同じ です。

表3 -4　 2 0 3 0 年度の温室効果ガス総排出量の推計結果
（ 単位： 千ト ン C O2 ）　 　 　

区分

2 0 1 3 年度

（ 平成 2 5 ）

2 0 2 0 年度

（ 令和 2 ）

2 0 3 0 年度

（ 現状すう 勢）
2 0 1 3 年度（ 基準年度） 比

基準年度 現状 目標年度 増減量 増減比

二 酸 化 炭 素 3 5 1 .7 2 4 2 .7 2 4 8 .5 ▲ 1 0 3 .2 -2 9 .3％

エ ネルギー起源

産 業 部 門 1 7 .5 1 1 .8 1 2 .6 ▲ 4 .9 -2 8 .0％

業務その他部門 9 5 .4 5 7 .9 5 9 .8 ▲ 3 5 .6 -3 7 .3％

家 庭 部 門 7 9 .6 4 9 .6 4 5 .5 ▲ 3 4 .1 -4 2 .8％

運 輸 部 門 1 5 1 .9 1 1 6 .6 1 2 4 .5 ▲ 2 7 .4 -1 8 .0％

小 　 計 3 4 4 .3 2 3 5 .9 2 4 2 .3 ▲ 1 0 2 .0 -2 9 .6％

非 エ ネ ル ギ ー

起 源

廃 棄 物 分 野 7 .4 6 .8 6 .2 ▲ 1 .2 -1 6 .2％

小 　 計 7 .4 6 .8 6 .2 ▲ 1 .2 -1 6 .2％

メ タ ン 3 .9 4 .1 3 .9 ▲ 0 .0 1 -0 .1％

一 酸 化 二 窒 素 3 .7 3 .2 3 .3 ▲ 0 .4 -1 1 .9％

代 替 フ ロ ン 等 1 3 .5 2 1 .5 1 9 .5 6 .0 -4 4 .0％

合 　 計 3 7 2 .9 2 7 1 .6 2 7 5 .3 ▲ 9 7 .3 -2 6 .2％

　 　 備考　 四捨五入の関係上、 合計が一致し ないこ と がある。
　 　 資料　 本事業で算定（ 算定の詳細は資料編参照）

3　  現状すう 勢： 今後追加的な対策を 見込まないまま推移し た場合の将来の温室効果ガス排出量の推計値のこ と 。

図 3 -1 9　 本市における 温室効果ガス総排出量の将来推計

（年度）2013 2020 2030
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3　 森林による二酸化炭素吸収量【 森の木の現状と 将来を計算し たら 】

（ １ ） 現況

鹿児島県の温暖化対策実行計画によると 、県の2020（ 令和 2 ）年度における森林吸収量は、

1 ,886 千ト ン CO2 と なっ ています。2020（ 令和 2 ） 年 4 月 1 日における 鹿児島県の人工林面

積は 196 ,405 ヘク タ ール、 そのう ち 針葉樹が188 ,565 ヘク タ ールで約96 ％を 占めていま

す。

一方、 本市の人工林の針葉樹面積は774 ヘク タ ールで、 鹿児島県全体の約0.41 ％にあた

り ます。 鹿児島県における 森林吸収量を 人工林の針葉樹によ るも のと 仮定し て算定すると 、

本市の 2020（ 令和 2 ） 年度の森林吸収量は、7 .7 千ト ン CO2 と 推計でき ます。

（ ２ ） 将来推計

鹿児島県の森林は総体的に高齢級化し てき ており 、 年間の成長量は減少傾向にある と 言

われており 、 そのため年々森林吸収量も 減少する こ と が見込まれます。 し かし 、 間伐など

適切な森林経営を 引き 続き 行う こ と によ り 、 将来も 一定量の森林吸収量が確保さ れる と 考

え ら れま す。 鹿児島県の温暖化対策実行計画では、2030 年度の森林吸収量将来推計量を

1 ,375 千ト ン CO2 と し ており 、 森林面積の割合が変化し ないと 仮定し た場合、 本市の 2030

年度の森林吸収量将来推計量は 5.6 千ト ン CO2 と なり ます。

資料　 森林面積： 令和 2 年度鹿児島県森林・ 林業統計、 森林吸収量： 鹿児島県地球温暖化対策実行計画

コ  ラ  ム

■奄美の森林と 吸収量

奄美大島は全体の約7 割が森林に覆われていて、 たく さ んの二酸化炭素が樹木に吸収さ れて

いる よう に見えます。 森林には天然林と 人工林があり 奄美市の森林は広葉樹を 中心と し た天然

林が 9 割を 占めています。 一方、 県本土の森林は針葉樹を 中心と し た人工林の割合が多く なっ

ています。 例えば鹿児島市の場合、 針葉樹の人工林は、 森林面積の約4 割を 占めています。 人

工林は人が育成し ている も ので 、 成長に伴っ て二酸化炭素を 吸収し ます。 し かし 、 本市の針葉

樹の人工林は森林面積の約 5 ％です。 本市の森林の多く を 占める 天然林は現状から 更に成長す

る 量は限ら れています。

また、 日本国イ ン ベン ト リ ーにおいて、 森林吸収量の算定は、 植栽、 下刈り 、 除伐、 間伐な

ど の適切な施業（ 森林の維持管理）を 行っ た森林（ ＝人工林）によ る CO2 の吸収量を 算定し てい

ます。 令和 2 年度、 本市の人工林で間伐等の手入れが行われた面積は、21 ヘク タ ールでし た。

そのため、 奄美では森林があっ ても 二酸化炭素の吸収量と し て計上でき る量はわずかし かあり

ません。

 

天然林

95%

人工林

5%

奄美市の森林面積

24,014ヘク タ ール

写真　 金作原 資料　 令和 2 年度鹿児島県森林・ 林業統計


